
令和7年施工 東1丁目通線
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再生アス安定処理 t= 50mm

凍上抑制層

下層路盤工 再生骨材40mm級

t=300mm

t= 30mm再生密粒度アスコン
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火山灰

再生骨材0～40mm級

凍上抑制層 t=170mm

t=100mm

再生細粒度アスコン t= 30mm

下層路盤工

再生骨材0～40mm級

再生細粒度アスコン

FCA:床掘り

CA :土砂掘削

BA1:路床盛土(2.5m未満)

FBA:フィルター材

凡　例

施工時には注意すること。

※ 水道管、汚水管の位置及び高さは想定である。
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